
一
般
財
団
法
人
ボ
ー

ケ
ン
品
質
評
価
機
構

（
昭
和
二
十
三
年
十

二
月
六
日
に
財
団
法

人
日
本
紡
績
検
査
協

会
と
い
う
名
称
で
設

立
さ
れ
た
法
人
を
い

う
。）

大
阪
府
大
阪
市

中
央
区
上
町
一

丁
目
十
八
番
十

五
号

第
五
十
九
条

第
八
号
の
三

に
掲
げ
る
区

分

日
本
全
域

大
阪
府
大
阪
市

中
央
区
上
町
一

丁
目
十
八
番
十

五
号

平
成
十
五
年

四
月
四
日

一
般
財
団
法
人
化
学

物
質
評
価
研
究
機
構

（
昭
和
二
十
四
年
二

月
八
日
に
財
団
法
人

ゴ
ム
製
品
検
査
協
会

と
い
う
名
称
で
設
立

さ
れ
た
法
人
を
い

う
。）

東
京
都
文
京
区

後
楽
一
丁
目
四

番
二
十
五
号

第
五
十
九
条

第
八
号
の
三

に
掲
げ
る
区

分

日
本
全
域

イ

東
京
事
務

所

埼
玉
県

北
葛
飾
郡
杉

戸
町
下
高
野

千
六
百
番
地

平
成
十
五
年

四
月
四
日

ロ

大
阪
事
務

所

大
阪
府

東
大
阪
市
荒

本
北
一
丁
目

五
番
五
十
五

号

一
般
財
団
法
人
東
海

技
術
セ
ン
タ
ー
（
昭

和
四
十
六
年
十
月
三

十
日
に
財
団
法
人
東

海
技
術
セ
ン
タ
ー
と

い
う
名
称
で
設
立
さ

れ
た
法
人
を
い
う
。）

愛
知
県
名
古
屋

市
名
東
区
猪
子

石
二
丁
目
七
百

十
番
地

第
五
十
九
条

第
八
号
の
三

に
掲
げ
る
区

分

日
本
全
域

愛
知
県
名
古
屋

市
名
東
区
猪
子

石
二
丁
目
七
百

十
番
地

平
成
十
五
年

六
月
三
日

一
般
財
団
法
人
日
本

建
築
防
災
協
会
（
昭

和
四
十
八
年
一
月
五

日
に
財
団
法
人
日
本

特
殊
建
築
安
全
セ
ン

タ
ー
と
い
う
名
称
で

設
立
さ
れ
た
法
人
を

い
う
。）

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
二
丁
目
三

番
二
十
号

第
五
十
九
条

第
二
号
の
二

に
掲
げ
る
区

分

日
本
全
域

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
二
丁
目
三

番
二
十
号

平
成
十
六
年

十
月
十
八
日

一
般
社
団
法
人
日
本

免
震
構
造
協
会
（
平

成
十
一
年
四
月
一
日

に
社
団
法
人
日
本
免

震
構
造
協
会
と
い
う

名
称
で
設
立
さ
れ
た

法
人
を
い
う
。）

東
京
都
渋
谷
区

神
宮
前
二
丁
目

三
番
十
八
号

第
五
十
九
条

第
二
号
の
二

及
び
第
六
号

に
掲
げ
る
区

分

日
本
全
域

東
京
都
渋
谷
区

神
宮
前
二
丁
目

三
番
十
六
号

平
成
十
六
年

十
二
月
二
十

四
日

公
益
財
団
法
人
東
京

都
防
災
・
建
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
平
成
十
年
七
月
一

日
に
財
団
法
人
東
京

都
防
災
・
建
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と

い
う
名
称
で
設
立
さ

れ
た
法
人
を
い
う
。）

東
京
都
渋
谷
区

渋
谷
二
丁
目
十

七
番
五
号

第
五
十
九
条

第
二
号
の

二
、第
六
号
、

第
十
三
号
、

第
十
七
号
及

び
第
二
十
一

号
の
二
か
ら

第
二
十
一
号

の
四
ま
で
に

掲
げ
る
区
分

日
本
全
域

東
京
都
渋
谷
区

渋
谷
二
丁
目
十

七
番
五
号

平
成
二
十
二

年
十
二
月
二

十
日

一
般
社
団
法
人
日
本

膜
構
造
協
会

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
一
丁
目
十

三
番
五
号

第
五
十
九
条

第
二
号
の

二
、第
六
号
、

第
十
三
号
及

び
第
十
七
号

に
掲
げ
る
区

分

日
本
及
び
外
国
の

全
域

東
京
都
港
区
虎

ノ
門
一
丁
目
十

三
番
五
号

平
成
二
十
三

年
三
月
二
十

四
日

別
記
第
二
号
様
式
中
「中

間
検
査

件

完
了
検
査

件

」
を

「完
了
検
査

件

中
間
検
査

件

仮
使
用
認
定

件

」
に
改
め
、同
様
式
備
考
３
中「中

間
検
査
又
は
完
了
検
査

」
を
「完

了
検
査
、
中
間
検
査
又
は
仮
使
用
認
定

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
の
二
様
式
中
「中

間
検
査

件

完
了
検
査

件

」
を

「完
了
検
査

件

中
間
検
査

件

仮
使
用
認
定

件

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
号
の
二
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

第
十
号
の
二
の
二
様
式
（
第
三
十
一
条
の
三
関
係
）

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
予
定
件
数

業
務

の
区

分
推
定
件
数

特
定
構
造
計
算
基
準
又
は
特
定
増

改
築
構
造
計
算
基
準
（
建
築
基
準

法
第
20条
第
１
項
第
２
号
イ
又
は

第
３
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
構
造
計
算
に
よ
っ
て
確

か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ

と
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
適
合

す
る
か
ど
う
か
の
判
定

床
面
積
の
合
計
が
1000㎡

以
内
の
建
築
物

件

床
面
積
の
合
計
が
1000㎡

を
超
え
、
2000㎡

以
内
の

建
築
物

件

床
面
積
の
合
計
が
2000㎡

を
超
え
、
10000㎡

以
内
の

建
築
物

件

床
面
積
の
合
計
が
10000㎡

を
超
え
、
50000㎡

以
内

の
建
築
物

件

床
面
積
の
合
計
が
50000㎡

を
超
え
る
建
築
物

件

一
般
財
団
法
人
さ
い

た
ま
住
宅
検
査
セ
ン

タ
ー
（
平
成
十
二
年

三
月
十
六
日
に
財
団

法
人
さ
い
た
ま
住
宅

検
査
セ
ン
タ
ー
と
い

う
名
称
で
設
立
さ
れ

た
法
人
を
い
う
。）

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
岸

町
七
丁
目
十
二

番
三
号

第
五
十
九
条

第
二
号
の
二

に
掲
げ
る
区

分

埼
玉
県
、東
京
都
、

千
葉
県
、茨
城
県
、

栃
木
県
及
び
群
馬

県

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
岸

町
七
丁
目
十
二

番
三
号

平
成
二
十
五

年
一
月
十
六

日

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

第
七
十
二
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
寄
附
行
為
」
を
削
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
六
第
六
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
十
五
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
法
第
四
章
の
二
第
三
節
並
び
に
第
三
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大

臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
一
の
地
方
整
備
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行

う
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中「

第
13号
及
び
第
14号
」

を「
第
10号
の
２
、
第
13号
、
第
15号
及
び
第
16号
」

に
改
め
る
。

別
記
第
十
号
の
二
様
式
中「

知
事

殿
」

を「
国
土
交
通
大
臣

地
方
整
備
局
長
知
事

殿
」

に
、

「
第
77条
の
35の
２
」

を「第

77条
の
35の
２
第
１
項
」

に
改
め
、
同
様
式
中
２
を
３
に
、
１
を
２
と
し
、
同
様
式
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

１
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
業
務
区
域


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